
 

令和７年度富士見市協働事業提案制度 プレゼンテーション審査メモ 

 

提案型「     」 記入者：          

審査項目 審査の内容（ポイント） コメント 

１ 事業の 

必要性 

公共的な課題の解決や地域の活性化等につ

いて、現状を把握し、市民に必要とされてい

る事業である。 

 

２ 公益性 

及び市民 

サービス 

の向上 

成果が不特定多数の市民に波及する。 

 

市民サービスの向上につながる。 

３ 具体性継 

続発展性 

事業計画が具体的で実現可能である。 

 予算が適切に積算されている。 

実施までのスケジュールが適切である。 

４ 協働の必 

要性 

事業提案者と市との役割分担が明確で、相互

の特性を活かしている。 
 

事業目的達成のための、事業提案者と市の協

働の必要性が明確である。 
 

５ 発展性 
地域課題の解決や地域の活性化の創出が期

待できる。 
 

６ 事業実施

能力 

事業提案者には、事業実施のために必要な体

制等がある。 
 

事業提案者には、事業の実施に対する熱意が 

あると認められる。 
 

意見・評価 
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